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(57)【要約】
【目的】安全性が高い光学式美容機器及びこれに用いら
れるハンドピースを提供すること。
【解決手段】光学式美容機器１のハンドピース２は、所
定波長の照射光を透過させる本体３ｂと、本体３ｂの周
囲に形成される枠体３ａとからなる脱着式のフィルター
３を備えた脱毛・美顔その他の美容処理に用いられるも
のである。ハンドピース２は、その筐体内部に搭載され
るＲＦ波アンテナコイル１６と、フィルター３の使用回
数その他の識別情報を記憶したフィルタＩＤメモリ１７
ａと、ＲＦ波アンテナコイル１６から発振されるＲＦ波
を受信するとともに当該識別情報を当該ＲＦ反射波に乗
せて送信するＩＣタグアンテナ１７ｂとを備えたＩＣタ
グ１７と、を備える。ＩＣタグ１７は、枠体３ａに設け
られる。ＲＦ波アンテナコイル１６とＩＣタグ１７との
距離は所定距離以下である。
【選択図】図１



(2) JP 2012-143283 A 2012.8.2

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定波長の照射光を透過させるフィルター本体と、当該フィルター本体の周囲に形成さ
れるフィルター枠体とからなる脱着式のフィルターを備えた脱毛・美顔その他の美容処理
に用いられる光学式美容機器のハンドピースであって、
　当該ハンドピースの筐体内部に搭載されるＲＦ波アンテナコイルと、
　前記フィルターの使用回数その他の識別情報を記憶したフィルタＩＤメモリと、前記Ｒ
Ｆ波アンテナコイルから発振されるＲＦ波を受信するとともに当該識別情報を当該ＲＦ反
射波に乗せて送信するＩＣタグアンテナとを備えたＩＣタグと、を備え、
　前記ＩＣタグは、前記フィルター枠体に設けられ、前記ＲＦ波アンテナコイルと当該Ｉ
Ｃタグとの距離が所定距離以下であることを特徴とする光学式美容機器のハンドピース。
【請求項２】
　前記ハンドピース筐体及び前記フィルター枠体には、それぞれ、ハンドピース側導電素
子及びフィルター側導電素子が対応する位置に設けられていることを特徴とする請求項１
に記載の光学式美容機器のハンドピース。
【請求項３】
　更に、
　前記光照射用電気回路は、ハンドピースの筐体内部に搭載され、所定明度以下の場合に
導通する明度センサを含み、
　当該ハンドピースの筐体には、照射ボタンと反対側に安全貫通孔が形成されていること
を特徴とする請求項１又は２に記載の光学式美容機器のハンドピース。
【請求項４】
　所定波長の照射光を透過させるフィルター本体と、当該フィルター本体の周囲に形成さ
れるフィルター枠体とからなる脱着式のフィルターを備えた脱毛・美顔その他の美容処理
に用いられる光学式美容機器であって、
　当該ハンドピース筐体に搭載されるＲＦ波アンテナコイルと、
　前記フィルターの使用回数その他の識別情報を記憶したフィルターＩＤ記憶手段と、前
記ＲＦ波アンテナコイルから発振されるＲＦ波を受信するとともに前記識別情報を当該Ｒ
Ｆ反射波に乗せて送信するＩＣタグアンテナとを備えたＩＣタグと、
　前記ＲＦ反射波を受信したか否かを認識し、当該ＲＦ反射波を受信したと認識しなけれ
ば、光照射を許可しない、又は、光照射を禁止する制御手段と、を備えたことを特徴とす
る光学式美容機器。
【請求項５】
　更に、フォトランプの照射回数を記憶する照射回数記憶手段を備え、
　前記制御手段は、前記フィルターＩＤ記憶手段から読み出した当該フィルターの使用回
数が所定値以下の場合であり、且つ、前記フォトランプの光照射回数が所定値以下の場合
でなければ、光照射を許可しない、又は、光照射を禁止することを特徴とする請求項４に
記載の光学式美容機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学式美容機器及びこれに用いられるハンドピースに関し、更に詳しくは、
ＲＦＩＤ（Radio Frequency IDentification）と呼ばれる無線通信技術を用いることによ
り、脱毛・美顔その他の美容処理を行う際の安全性を高める技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、脱毛用の美容機器として、電気的手法により体毛を透過させるもの、化学的
手法により体毛を溶かすもの、光学的手法により体毛の組織を破壊するもの（以下、これ
を「光学式美容機器」という。）等が周知である。光学式美容機器は、光源をパルス発光
させ、その光を脱毛部分に照射して瞬間的に体毛の組織を破壊する。その一例が特許文献
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１に開示されている。換言すれば、光学式美容機器は、体毛を一瞬のうちに灰にするもの
であり、いわば「黒い物」に反応してそれを灰にするという点で、しみ・ソバカス対策そ
の他の美顔用として有効である。
【０００３】
　光学式美容機器は、大きく分けると、光源を所定の間隔でパルス発光させる制御を行う
装置本体と、脱毛部分や美顔部分に光を直接照射するハンドピースとからなる。そして、
その光源の正面に所定波長の照射光を透過させるフィルターを配置し、不要な照射光の透
過を制限させる。フィルターは美容用途に応じて種々の種類があり、例えば、脱毛用には
赤色のフィルターが、美顔用には黄色のフィルターが使用される。そのため、美容用途に
応じたフィルター取り替え作業が必要になる。
【０００４】
　この取り替え作業は、作業者の熟練度やその時の注意力により光学式美容機器の安全性
に影響を与える。例えば、特許文献２において従来技術として開示されたフィルターの場
合、表裏の見分け方が困難であり、且つ、フィルターが溝にしっかりとはめ込まれている
かの確認がしにくいという問題があった。そのため、作業者がフィルターの取付方法を誤
ると、照射光漏れの原因となり、顧客の火傷につながる問題があった。
　また、フィルターは消耗品であり、ハンドピース使用時の発熱によるフィルター軟化・
溶化や着脱摩耗による磨り減りが生じる。そして、その抜け落ちや位置ずれによる照射光
漏れは、顧客の火傷につながる問題があった。
【０００５】
　そこで、これらの問題を解決するために、本出願人により、フィルター脱落を確実に防
止することができ、且つ、フィルターの装着状態を一見して判断することができる特許文
献２に係る光学式美容機器及びそのハンドピース及びそのフィルターが提案されている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－２８６３２６
【特許文献２】特許第３６３８５９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献２に係る光学式美容機器及びそのハンドピース及びそのフィル
ターの場合でも、フィルターの装着状態の確認はあくまで作業者の目視によるものであっ
たため、作業者が確認を怠るとフィルター未装着であるにも係わらず光照射作業がなされ
、照射光漏れが発生するという問題があった。また、フィルター装着部分の取付はプラス
チック製のジップロックを固定具として用いたものであったため、作業者が何か（周辺の
器具、子供等）に接触してその衝撃でフィルターが脱落することがある。この場合、作業
者がこれに気づかないまま光照射作業を継続すると、照射光漏れが発生するという問題が
あった。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、本発明の第一の目的は、作業者が目視
で確認しなくても、フィルターが未装着又は装着状態が不良である場合には、光照射がな
されず、安全性が高い光学式美容機器及びこれに用いられるハンドピースを提供すること
にある。
　本発明の第二の目的は、脱着式のフィルターが装着されていたとしても、ハンドピース
の所定の位置を押さえなければ、光照射がなされず、安全性が高い光学式美容機器のハン
ドピースを提供することにある。
　本発明の第三の目的は、フォトランプやフィルターの寿命が来ているにも拘わらず使用
されることのない安全性が高い光学式美容機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明に係る光学式美容機器のハンドピースは、所定波長



(4) JP 2012-143283 A 2012.8.2

10

20

30

40

50

の照射光を透過させるフィルター本体と、当該フィルター本体の周囲に形成されるフィル
ター枠体とからなる脱着式のフィルターを備えた脱毛・美顔その他の美容処理に用いられ
る光学式美容機器のハンドピースであって、
　当該ハンドピースの筐体内部に搭載されるＲＦ波アンテナコイルと、
　前記フィルターの使用回数その他の識別情報を記憶したフィルタＩＤメモリと、前記Ｒ
Ｆ波アンテナコイルから発振されるＲＦ波を受信するとともに当該識別情報を当該ＲＦ反
射波に乗せて送信するＩＣタグアンテナとを備えたＩＣタグと、を備え、
　前記ＩＣタグは、前記フィルター枠体に設けられ、前記ＲＦ波アンテナコイルと当該Ｉ
Ｃタグとの距離が所定距離以下であることを要旨とする。
【００１０】
　この構成によれば、フィルターが未装着又は装着状態が不良である場合には、ＲＦ波ア
ンテナコイルとＩＣタグとの距離が所定距離を超えるため、こららの間でＲＦ波の送受信
をすることができないため、
（１）ＲＦ波アンテナコイルとＩＣタグとを含む当該美容処理に用いられる光照射用電気
回路が導通しない、又は、
（２）制御手段（例えば、ハンドピースの筐体内部に搭載される安全制御部及び／又は光
学式美容機器本体に搭載される本体制御部をいう、以下同じ。）が光照射を許可しない、
又は、光照射を禁止するため、結果として光照射がなされない。
　すなわち、本発明に係る光学式美容機器のハンドピースは、作業者が目視で確認しなく
ても、フィルターが未装着又は装着状態が不良である場合には、光照射がなされず、安全
性が高いという効果がある。
【００１１】
　この場合に、前記ＲＦ波アンテナコイルは当該ハンドピースの筐体内部である脱着式の
フィルターに近い側の下部空隙に設けるとよく、前記ＩＣタグは当該フィルター枠体の下
側へ延びて当該ハンドピースの筐体側へ屈曲し、当該筐体に沿って装着されるフィルター
脱着片に設けるとよい。これにより、当該ＲＦ波アンテナコイルと当該ＩＣタグとの距離
を所定距離以下（例えば、５ｍｍ以下）にすることができる。
【００１２】
　この場合に、前記ハンドピース筐体及び前記フィルター枠体には、それぞれ、前記光照
射用電気回路を構成するハンドピース側導電素子及びフィルター側導電素子がそれぞれ対
応する位置に設けられていることが望ましい。これらが接触しなければ、
（１）ハンドピース側導電素子及びフィルター側導電素子を含む当該美容処理に用いられ
る光照射用電気回路が導通しない、又は、
（２）制御手段が光照射を許可しない、又は、光照射を禁止するため、結果として光照射
がなされないようにするためである。
【００１３】
　この構成により、ハンドピース筐体に形成されるフィルター挿入溝にフィルター枠体が
嵌合していなければ、ハンドピース側導電素子及びフィルター側導電素子の間に隙間がで
きて導通しない。例えば、フィルター枠体のうち右側（又は左側）のみが嵌合し、左側（
又は右側）が脱落している場合にはＲＦ波アンテナコイルとＩＣタグとの距離が所定距離
以下であっても光照射がなされず、安全性が高いという効果がある。
【００１４】
　この場合に、前記光照射用電気回路は、ハンドピースの筐体内部に搭載され、所定明度
以下の場合に導通する明度センサを含み、
　当該ハンドピースの筐体には、照射ボタンと反対側に安全貫通孔が形成されていること
が望ましい。
　これにより、安全貫通孔が押下され（又は、塞孔され）、且つ、照射ボタンが押下され
なければ（ダブルアクションスイッチ）、明度センサが導通せず、光照射がなされない。
従って、安全貫通孔が無いとした場合において誤って照射ボタンが押下された場合の誤照
射が回避され、安全性が高まる。すなわち、本発明に係る光学式美容機器のハンドピース
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は、脱着式のフィルターが装着されていたとしても、安全貫通孔を塞孔しなければ、光照
射がなされない。
【００１５】
　上記課題を解決するために本発明に係る光学式美容機器は、
　所定波長の照射光を透過させるフィルター本体と、当該フィルター本体の周囲に形成さ
れるフィルター枠体とからなる脱着式のフィルターを備えた脱毛・美顔その他の美容処理
に用いられる光学式美容機器であって、
　当該ハンドピース筐体に搭載されるＲＦ波アンテナコイルと、
　前記フィルターの使用回数その他の識別情報を記憶したフィルターＩＤ記憶手段と、前
記ＲＦ波アンテナコイルから発振されるＲＦ波を受信するとともに前記識別情報を当該Ｒ
Ｆ反射波に乗せて送信するＩＣタグアンテナとを備えたＩＣタグと、
　前記ＲＦ反射波を受信したか否かを認識し、当該ＲＦ反射波を受信したと認識しなけれ
ば、光照射を許可しない、又は、光照射を禁止する制御手段と、を備えたことを要旨とす
る。
【００１６】
　この構成によれば、制御手段は、ＲＦ反射波を受信したと認識しなければ、光照射を許
可しない、又は、光照射を禁止するため、安全性が高いという効果がある。すなわち、作
業者が目視で確認しなくても、フィルターが未装着又は装着状態が不良である場合等に起
因してＲＦ反射波受信の認識がなされない場合には光照射がなされず、その結果、光照射
がなされず、安全性が高いという効果がある。
【００１７】
　この場合に、前記光学式美容機器は、更に、フォトランプの照射回数を記憶する照射回
数記憶手段を備え、
　前記制御手段は、前記フィルターＩＤ記憶手段から読み出した当該フィルターの使用回
数が所定値以下の場合であり、且つ、前記フォトランプの光照射回数が所定値以下の場合
でなければ、光照射を許可しない、又は、光照射を禁止することが望ましい。
【００１８】
　これにより、フォトランプやフィルターは、それらの寿命が来ているにも拘わらず、使
用されることが回避される。従って、安全性が更に高まる。フォトランプの寿命になると
、光照射の強さが弱くなり、十分な美容処理ができなくなる一方、フィルターの寿命にな
ると、フィルター表面のカラーフィルムが剥げ、フィルターを通さない状態の照射光が被
施術者に照射され、火傷等を引き起こすこととなる。本発明ではこれらの事態が回避され
る。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明に係る光学式美容機器のハンドピースは、ハンドピースの筐体内部に搭載される
ＲＦ波アンテナコイルと脱着式のフィルターのフィルター枠体に設けられるＩＣタグとの
距離が所定距離以下であるため、作業者が目視で確認しなくても、フィルターが未装着又
は装着状態が不良である場合等にはその所定距離を超えるため、光照射がなされず、安全
性が高いという効果がある。
【００２０】
　本発明に係る光学式美容機器のハンドピースは、ハンドピース側導電素子及びフィルタ
ー側導電素子がそれぞれ対応する位置に設けられているため、作業者が目視で確認しなく
ても、フィルターが未装着又は装着状態が不良である場合等にはこれらが接触しないため
、光照射がなされず、安全性が高いという効果がある。
【００２１】
　本発明に係る光学式美容機器のハンドピースは、その筐体に所定明度以下の場合に導通
する明度センサを含み、当該ハンドピースの筐体には、照射ボタンと反対側に安全貫通孔
が形成されているため、脱着式のフィルターが装着されていたとしても、ハンドピースを
把持して照射ボタンを押さえ、且つ、安全貫通孔を塞がなければ、明度センサが導通せず
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、光照射がなされず、安全性が高いという効果がある。
【００２２】
　本発明に係る光学式美容機器によれば、制御手段は、ＲＦ反射波を受信したと認識しな
ければ、光照射を許可しない、又は、光照射を禁止するものであるから、作業者が目視で
確認しなくても、フィルターが未装着又は装着状態が不良である場合等にはＲＦ反射波受
信の認識ができないため、光照射がなされず、安全性が高いという効果がある。
【００２３】
　本発明に係る光学式美容機器によれば、制御手段は、フィルターＩＤ記憶手段から読み
出した当該フィルターの使用回数が所定値以下の場合であり、且つ、フォトランプの光照
射回数が所定値以下の場合でなければ、光照射を許可しない、又は、光照射を禁止するも
のであるから、フォトランプやフィルターの寿命が来ているにも拘わらず使用されること
が回避され、安全性が高いという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施形態に係る光学式美容機器１の全体構成を示したブロック図であ
る。
【図２】本発明の一実施形態に係るハンドピース２の筐体内部の構成を示した図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るハンドピース２の（ａ）斜視図、（ｂ）挿入溝２５を
省略した状態の正面図、（ｃ）左側面図、（ｄ）筐体右側の一部切欠内部、（ｅ）底面図
である。
【図４】フィルター３の（ａ）表側斜視図、（ｂ）裏側斜視図、（ｃ）背面図、（ｄ）左
側面図、（ｅ）正面図、（ｆ）断面図である。
【図５】本発明の一実施形態に係るハンドピース２の（ａ）右側面図（外側）、（ｂ）右
側面図（内側）である。
【図６】本発明の一実施形態に係るハンドピース２の（ａ）左側面図（外側）、（ｂ）左
側面図（内側）である。
【図７】本発明の一実施形態に係る光学式美容機器１の動作を説明するためのフローチャ
ートである。
【図８】本発明の一実施形態に係る光学式美容機器１の動作を説明するためのフローチャ
ートである。
【符号の説明】
【００２５】
１　光学式美容機器
２　ハンドピース
３　フィルター
３ａ　枠体
３ｂ　本体
４　装置本体
５　連結ホース
６　シールド電線
７　本体制御部（制御手段）
８　パルス信号発生部
９　空冷ポンプ
１０　タッチパネル
１１　ＲＯＭ
１２　ＲＡＭ
１３　筐体
１４　フォトランプ
１４ａ　枠体
１５　安全制御部（制御手段）
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１５ａ　ランプ照射回数メモリ（照射回数記憶手段）
１６　ＲＦ波アンテナコイル
１７　ＩＣタグ
１７ａ　フィルタＩＤメモリ（フィルタＩＤ記憶手段）
１７ｂ　ＩＣタグアンテナ
１８　Ｈ側素子（ハンドピース側導通素子）
１９　Ｆ側素子（フィルター側導通素子）
２０　明度センサ
２１　照射ボタン
２２　安全貫通孔
２３　脱着片
２４　挿入片
２４ａ　係合凹部
２５　挿入溝
２５ａ　係合凸部
２６　グリップ
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下に、図面を参照して、本発明を実施するための一実施の形態について説明する。図
１は光学式美容機器１の全体構成を示すブロック図、図２はハンドピース２の筐体内部の
構成を示す図、図３はフィルター３の外観を示す図、図４はハンドピース２の筐体にフィ
ルター３を取り付けた状態の斜視図、図５及び図６はそれぞれハンドピース２の筐体の右
側面図及び左側面図である。
【００２７】
（構成概要）
　これらの図に示す光学式美容機器１は、脱毛・美顔その他の美容処理に用いられ、装置
本体４と、装置本体４に取り付けられる脱着式のハンドピース２と、ハンドピース２に取
り付けられる脱着式のフィルター３とを備える。ハンドピース２と、装置本体４とは、中
空のジャバラ状の連結ホース５とその中に収容されるシールド電線６とによって互いに物
理的・電気的に接続される。連結ホース５の内部はシールド電線６が設けられる以外は空
洞である。また、光学式美容機器１は、美容処理に供するために、本体制御部７や後述す
る光照射用電気回路の他、初期化処理、エラー処理等を行うための電気回路その他電気的
素子を備える。
【００２８】
（装置本体４）
　装置本体４は、パルス光の発生及びその制御を行うパルス信号発生部８、ハンドピース
２の冷却を行う空冷ポンプ９、美容メニューの選択や各種設定を行うためのタッチパネル
１０、装置本体４を起動させ脱毛・美顔その他の美容装置として機能させるためのプログ
ラムを格納したＲＯＭ１１、顧客の美容処理の履歴を記憶したり、運転中の演算データを
一時的に格納するためのＲＡＭ１２、及び、ＲＯＭ１１からプログラムを読み出して装置
各部と制御信号の授受を行って装置各部を制御する本体制御部７等を備える。本体制御部
７は、ハンドピース２の筐体１３にその一部を設けるようにしてもよい。また、図示を省
略するが、装置本体４は、更に、電源ユニット、電圧変換ユニット、冷却ファン等を備え
る。
【００２９】
　パルス信号発生部８は、電源から供給される電力を高圧電力に変換して、本体制御部７
による制御命令に従って１秒に１回２０ｍｓｅｃの長さのパルス信号を発生し、そのパル
ス信号は、ハンドピース２のフォトランプ１４に伝達される。当該パルス信号は、後述す
るハンドピース２の筐体内部に設けられる安全制御部１５の出力信号に基づいて、本体制
御部７によりオンオフ制御される。
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【００３０】
　ここで、安全制御部１５から出力される出力信号は、光照射を許可する許可信号（以下
単に「許可信号」という）、又は、光照射を禁止する禁止信号（以下単に「禁止信号」と
いう）である。そして、安全制御部１５は、後述するように、
（１）ＲＦ波アンテナコイル１６がＩＣタグ１７から所定の信号を受信した場合（これに
より、フォトランプ１４の照射回数及びフィルターＦの使用回数に問題がないと認識する
とともに、フィルター３が適切に装着されていると認識する。）、且つ、
（２）ハンドピース側導通素子１８（以下単に「Ｈ側素子１８」という）とフィルター側
導通素子１９（以下単位「Ｆ側素子１９」という）とが導通した場合（フィルター３が適
切に装着されていると認識する。）、且つ、
（３）明度センサ２０の明度が所定値以下である場合に照射ボタン２１が押下された場合
（安全貫通孔２２の塞孔を認識するとともに、照射ボタン２１の押下を認識する。）に許
可信号を出力し、それ以外の場合に禁止信号を出力する。
【００３１】
　従って、本体制御部７は、安全制御部１５から許可信号が出力されるとオン制御により
パルス信号を発生させ、フォトランプ１４の光照射を実行させる。これにより、フィルタ
ー３を透過したパルス光が被脱毛部位や被美顔部位に照射され、所望の美容処理が行われ
る。
【００３２】
　この間、空冷ポンプ９は、ハンドピース２に設けられる吸気用隙間から美容処理で破壊
された塵状の組織や高温の空気を吸引する。吸引された塵や空気は、連結ホース５の中空
部分を通り抜け空冷ポンプ９の排出口から排出されるか塵貯部に溜まる。これにより、被
脱毛部位や被美顔部位での塵の残留、照射部位やハンドピース２の高温化が防止されてい
る。
【００３３】
　連結ホース５は、空冷ポンプ９の吸気口に連結されている。空冷ポンプ９は、吸気用隙
間から連結ホース５を介して吸気を行い、これによって、パルス光によって高温になった
空気と、大気中の塵を吸う。これにより、ハンドピース２の高熱化が抑えられ、被脱毛部
位や被美顔部位の不快な臭いが機械内部のエアフィルターで脱臭される。
【００３４】
（光照射用電気回路）
　光照射用電気回路は、脱毛部分や美顔部分に光を直接照射するための光源を所定の間隔
でパルス発光させるために用いられる電気回路又はこれを含む電気回路をいう。光学式美
容機器１は、光照射用電気回路の構成要素の全部又は一部を、
（１）ハンドピース２の筐体内部に設けられる配線基板その他の電気系統、
（２）ハンドピース２の筐体１３、
（３）フィルター３の枠体３ａ（以下単に、「枠体３ａ」という）、及び／又は、
（４）装置本体４に設けられる配線基板その他の電気系統等に備える。
【００３５】
　光照射用電気回路は、その構成要素として、例えば、
（１）筐体１３の前面に取り付けられるフォトランプ１４、
（２）筐体内部に搭載されるＲＦ波アンテナコイル１６、
（３）枠体３ａ（脱着片２３）に設けられるＩＣタグ１７、
（４）筐体内部に搭載され、所定明度以下の場合に導通する明度センサ２０、
（５）フィルターＦの枠体３ａの上部中央部分に設けられるＦ側素子１９、
（６）ハンドピース２のフォトランプ１４の枠体１４ａの上部中央部分に設けられるＨ側
素子１８、
（７）筐体内部に搭載される安全制御部１５等を含む。
【００３６】
（フィルター３）
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　脱着式のフィルター３は、ハンドピース２の前面に取り付けて使用されるものであり、
所定波長の照射光を透過させるフィルター本体３ｂ（以下単に、「本体３ｂ」という）と
、本体３ｂの周囲に形成される枠体３ａと、フィルター３の脱着時に把持部分となる脱着
片２３を備える。脱着片２３には、ＲＦＩＤ技術を応用したＩＣタグ１７が埋め込み又は
取り付けられる。
【００３７】
（枠体３ａ）
　枠体３ａは、高分子樹脂材料を金型成形することにより製造され、本体３ｂの周囲に形
成される。枠体３ａは、挿入片２４と、ＩＣタグ１７が埋め込み又は取り付けられた脱着
片２３とを備える。
　挿入片２４は、正面視で逆Ｕ字条（コ字条）の外観を呈し、枠体３ａの左右両端縁の長
手方向に沿って対称に形成されるとともに、左右両端縁の上端縁は当該左右両端縁の各挿
入片がそのまま延びて連繋される。挿入片２４は、これら全体により構成され逆Ｕ字条（
コ字条）の外観を呈する。左右両端縁側の挿入片２４の上方側は、凹部からなる係合凹部
２４ａが形成される。
【００３８】
　挿入片２４は、後述するハンドピース２の筐体１３の挿入溝２５に、その正面視、下側
から挿入され、係合凹部２４ａが係合凸部２５ａに係合又は嵌合する（カチッと嵌る）こ
とにより、挿入片２４が挿入溝２５に確実に嵌った状態となり、フィルター３が筐体１３
に装着される。
　脱着片２３は、ＩＣタグ１７が埋め込み又は取り付けられており、舌状（又は略三角形
状）の外観を呈し、枠体３ａの下側へ延びてハンドピース２の筐体１３側へ屈曲し、当該
筐体１３に沿って装着される。
【００３９】
（本体３ｂ）
　本体３ｂは、長方形状の石英ガラスからなり、石英ガラスの表面に波長を制限する着色
成分を蒸着させたものである。従って、フィルター３をフォトランプ１４の正面に配置す
ることによって、所定波長の照射光を透過させる。透過させる所定波長は、美容用途（例
えば、脱毛用、美顔用）に因るが可視光領域を含む長波長側（４００ｎｍより長波長側）
を透過させる。そのため、脱毛用には６００ｎｍ～１２００ｎｍの波長の光を透過させる
赤色の着色成分が蒸着されたものが、美顔用には５３０ｎｍ～１２００ｎｍの波長の光を
透過させる黄色の着色成分が蒸着されたものが、ニキビ肌用には４００ｎｍ～５１０ｎｍ
の波長の光を透過させる青色の着色成分が蒸着されたものが、本体３ｂとして用いられる
。
【００４０】
（ＩＣタグ１７）
　ＩＣタグ１７は、フィルター３の使用回数その他の識別情報を記憶したフィルタＩＤメ
モリ１７ａと、ＲＦ波アンテナコイル１６から発振されるＲＦ波を受信するとともに当該
識別情報を当該ＲＦ反射波に乗せて送信するＩＣタグアンテナ１７ｂを備える。ＩＣタグ
１７は、ＲＦＩＤ技術を応用したもので、上記のようにフィルター３の脱着片２３に設け
られる。ＲＦ波アンテナコイル１６とＩＣタグ１７との距離が所定距離以下（本実施形態
においては、５ｍｍ以下）にならなければ、ＲＦ波アンテナコイル１６と、ＩＣタグアン
テナ１７ｂとはＲＦ波（及びＲＦ反射波）を送受信できず、よって、光照射が禁止される
。
【００４１】
　そのため、フィルター３が未装着又は装着状態が不良である場合には、ＲＦ波アンテナ
コイル１６とＩＣタグ１７との距離が所定距離を超えるため、これらの間でＲＦ波の送受
信をすることができないため、
（１）ＲＦ波アンテナコイル１６とＩＣタグ１７とを含む当該美容処理に用いられる光照
射用電気回路が導通しない、又は、
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（２）制御部（安全制御部１５及び／又は本体制御部７）が光照射を許可しない、又は、
光照射を禁止するため、結果として光照射がなされない。
【００４２】
　また、フィルタＩＤメモリ１７ａは、後述する安全制御部１５からハンドピース２が装
置本体４に装着されたときにそのフィルターＦの使用回数が読み出され、その使用回数が
６万回を超えていると、安全制御部１５により禁止信号が出力され、光照射が禁止される
。
　すなわち、ハンドピースＨは、作業者が目視で確認しなくても、フィルターが未装着又
は装着状態が不良である場合やフィルタ使用回数が６万回を超えている場合には、光照射
がなされず、安全性が高い。
【００４３】
（Ｆ側素子１９）
　図１に示すＦ側素子１９は、図４の矢示Ｆで示す付近、すなわち、枠体３ａの裏面側、
上部中央部分に取り付け用ワイヤ等によって設けられる。この取り付け用ワイヤは、枠体
３ａの裏面に全周を囲む態様で取り付けられるが、取付方法は限定されない。また、Ｈ側
素子１８は、枠体１４ａの上部中央部分に取り付けられる。
　すなわち、Ｆ側素子１９はＨ側素子１８の取付位置に対応する位置に設けられる。従っ
て、フィルター３をハンドピース２に装着したときに、Ｆ側素子１９とＨ側素子１８とが
接触する位置関係でこれらが設けられる。そして、Ｆ側素子１９とＨ側素子１８とが接触
しなければ、
（１）Ｆ側素子及びＨ側素子１８を含む当該美容処理に用いられる光照射用電気回路が導
通しない、又は、
（２）制御部（安全制御部１５及び／又は本体制御部７）が光照射を許可しない、又は、
光照射を禁止するため、結果として光照射がなされない。
【００４４】
　この構成により、ハンドピース２の筐体１３に形成される挿入溝２５に枠体３ａが嵌合
していなければ、Ｈ側素子１８及びＦ側素子１９の間に隙間ができてこれらは導通しない
。例えば、枠体３ａのうち右側（又は左側）のみが嵌合し、左側（又は右側）が脱落して
いる場合にはＲＦ波アンテナコイル１６とＩＣタグ１７との距離が所定距離以下であって
も光照射がなされず、安全性が高い。
【００４５】
（ハンドピース２）
　ハンドピース２は、その筐体１３の前側にフォトランプ１４が設けられ、各種電気回路
、シールド電線、スイッチ素子、各種センサ等その他の電気的素子が搭載される。また、
上記のように、筐体内部には、光照射用電気回路の全部又は一部が、筐体内部に設けられ
る配線基板その他の電気系統に搭載される。
【００４６】
（フォトランプ１４）
　フォトランプ１４は、キセノンランプからなり、パルス信号発生部８からの制御信号を
受けて所定時間（例えば、２０ｍｓｅｃ）、所定秒毎（例えば、１秒毎）に連続発光させ
ることができる。照射されたパルス光は被脱毛部位や被美顔部位の黒い色に当たったとき
に熱変換されて、毛の毛根、シミ・ソバカスを一瞬のうちに破壊する。フォトランプ１４
の正面には透明無着色のガラス製の保護板を設けてもよい。保護板を設けた場合には、フ
ィルター３が装着されると、保護板と本体３ｂとは稍々隙間をあけて重なる。また、フォ
トランプ１４や保護板の近傍には、フォトランプ１４による熱から保護するための金属製
の板を設けてもよい。フォトランプ１４の表面には、フォトランプ１４を発光させるため
の金属線（銅線）が巻回される。
【００４７】
（筐体１３）
　筐体１３は、高分子樹脂材料を金型成形することによって製造され、挿入溝２５が形成
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される。筐体１３は、二つの成形品（図５及び図６参照）を組み合わせたものである。グ
リップ２６は、脱毛・美顔その他の美容処理を作業者が行うときに手で握られるところで
ある。そして、筐体１３の表面の操作しやすい位置に照射ボタン２１が設けられる。また
、照射ボタン２１と反対側にこれと対応する位置に安全貫通孔２２が設けられる。
【００４８】
　挿入溝２５は、正面視で逆Ｕ字条（コ字条）の外観を呈し、ハンドピース２の正面の左
右両端溝の長手方向に沿って対称に形成されるとともに、左右両端溝の上端溝は当該左右
両端溝の各挿入溝が直角に折れ曲がってそのまま延びて連繋される。挿入溝２５は、これ
ら全体により構成され逆Ｕ字条（コ字条）の外観を呈する。左右両端溝側の挿入溝２５の
上方側は、凸部からなる係合凸部２５ａが形成される。
　挿入溝２５は、下端部が開口し、上端部が直角に折れ曲がっているため、そこで横方向
に連繋し、上端部は溝壁となる。挿入溝２５は、その正面視、下側からフィルター３の挿
入片２４が挿入され、係合凹部２４ａが係合凸部２５ａに係合又は嵌合する（カチッと嵌
る）ことにより、挿入片２４が挿入溝２５に確実に嵌った状態となり、フィルター３が筐
体１３に装着される。
【００４９】
（Ｈ側素子１８）
　図１に示すＨ側素子１８は、図５の矢示Ｈで示す付近、すなわち、枠体１４ａの上部中
央部分に取り付け用ワイヤ等によって設けられる。この取り付け用ワイヤは、枠体１４ａ
の全周を囲む態様で取り付けられるが、取付方法は限定されない。また、Ｆ側素子１９は
枠体３ａの上部中央部分に取り付けられる。
　すなわち、Ｈ側素子１８はＦ側素子１９の取付位置に対応する位置に設けられる。従っ
て、フィルター３をハンドピース２に装着したときに、Ｈ側素子１８とＦ側素子１９とが
接触する位置関係でこれらが設けられる。Ｈ側素子１８は、その他の構成は、Ｆ側素子１
９と同様であるためその説明を以てこれに代える。
【００５０】
（ＲＦ波アンテナコイル１６）
　ＲＦ波アンテナコイル１６は、光照射用電気回路を構成し、ＩＣタグ１７との間でＲＦ
波を送受信する。ＲＦ波アンテナコイル１６は、筐体内部であって、フィルター３に近い
側の下部空隙に設けられる（図２参照）。これにより、フィルター３がハンドピース２に
装着された場合に、ＲＦ波アンテナコイル１６とＩＣタグ１７との距離を所定距離以下（
本実施形態においては、５ｍｍ以下）にすることができる。ＩＣタグ１７は、脱着片２３
に埋め込まれる（取り付けられる）からである。
【００５１】
（照射ボタン２１、明度センサ２０、安全貫通孔２２）
　照射ボタン２１は、安全制御部１５を経由して、連結ホース５に通されるシールド電線
６によって装置本体４の本体制御部７と電気的に接続される。すなわち、照射ボタン２１
の操作が安全制御部１５によって認識されると他の光照射条件を満たしていることを条件
に（図７、図８参照）、安全制御部１５から許可信号が出力される。本体制御部７は、許
可信号に基づいてフォトランプ１４をパルス発光させるために必要な制御命令を光学式美
容機器１の装置各部に送出する。
【００５２】
　明度センサ２０は、筐体内部に設けられ、所定明度以下の場合に導通する。筐体１３に
は、安全貫通孔２２が形成される。安全貫通孔２２が塞孔されていないと所定明度以下に
ならないようにするためである。安全貫通孔２２の形成位置は上記のように照射ボタン２
１の反対側の対応する位置である。すなわち、例えば、右手でハンドピース２を把持した
場合に、親指で安全貫通孔２２を押さえ（塞ぎ）、人差指等で照射ボタン２１を押下でき
る位置に安全貫通孔２２や照射ボタン２１が筐体１３に設けられる。
　明度センサ２０は、所定明度以下になった場合に導通するものであるから安全貫通孔２
２を押さえた（塞いだ）状態で照射ボタン２１が押下されなければ光照射がなされない。
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照射ボタン２１及び安全貫通孔２２の二箇所が同時に押下及び塞孔されるため、これをダ
ブルアクションスイッチという。すなわち、ハンドピース２は、フィルター３が装着され
ていたとしても、二箇所を同時に押さえなければ、光照射がなされず、安全性が高い。
【００５３】
（安全制御部１５）
　安全制御部１５は、ハンドピース２の筐体１３及び／又は装置本体４に設けることがで
き、配置場所は特に限定されないが、本実施形態においては、特に、筐体内部に設けられ
る認識ボードからなる。
【００５４】
　安全制御部１５は、上記のように、
（１）ＲＦ波アンテナコイル１６がＩＣタグ１７から所定の信号を受信した場合（これに
より、フォトランプの照射回数及びフィルタ使用回数に問題がないと認識するとともに、
フィルター３が適切に装着されていると認識する。）、且つ、
（２）Ｈ側素子１８とＦ側素子１９とが導通した場合（フィルター３が適切に装着されて
いると認識する。）、且つ、
（３）明度センサ２０の明度が所定値以下である場合に照射ボタン２１が押下された場合
（安全貫通孔２２の塞孔されていると認識するとともに、照射ボタン２１の押下を認識す
る。）に許可信号を出力し、それ以外の場合に禁止信号を出力する。
【００５５】
　安全制御部１５からの許可信号又は禁止信号に応じて、本体制御部７は、光照射の許可
又は禁止を当該光学式美容機器１の装置各部に送出する。本実施形態は、ＲＦＩＤ技術を
応用したものであり、ＲＦ波アンテナコイル１６とＩＣタグ１７との距離が所定距離以下
にならなければ、これらの間で通信ができない。従って、こららの距離が所定距離以下で
なければ、ＲＦ波アンテナコイル１６がＲＦ反射波を受信できず、よって、安全制御部１
５は許可信号を出力せず、禁止信号を出力した状態となるため、この場合には、本体制御
部７は光照射制御を行わない。
【００５６】
　すなわち、フィルター３が未装着又は装着状態が不良である場合には、ＲＦ波アンテナ
コイル１６とＩＣタグ１７との距離が所定距離より離れてしまうか、Ｈ側素子１８とＦ側
素子とが導通しないか、及び／又は、明度センサ２０の明度が所定値超えとなる。かかる
場合には、安全制御部１５は許可信号を出力せず、禁止信号を出力した状態となるため、
この場合には、本体制御部７は光照射制御を行わない。
　従って、作業者が目視で確認しなくても、フィルター３が未装着又は装着状態が不良で
ある場合には、ＲＦ波アンテナコイル１６がＲＦ反射波を受信できないため、光照射命令
を送出できず、その結果、光照射がなされず、安全性が高い。
【００５７】
（ランプ照射回数メモリ１５ａ）
　ランプ照射回数メモリ１５ａは、安全制御部１５に備えられるが、別個に設けてもよい
。安全制御部１５は、フィルタＩＤメモリ１７ａから読み出したフィルター３の使用回数
が所定値以下の場合であり、且つ、フォトランプ１４の光照射回数が所定値以下の場合で
なければ、許可信号を出力しない。
【００５８】
　これにより、フォトランプ１４やフィルター３の寿命が来ているにも拘わらず使用され
ることが回避される。フォトランプ１４の寿命になると、光照射の強さが弱くなり、十分
な美容処理ができなくなる一方、フィルター３の寿命になると、その表面のカラーフィル
ムが剥げ、フィルター３を通さない状態の照射光が被施術者に照射され、火傷等の原因と
なる。本実施形態のように、フィルター３の使用回数が所定値以下の場合であり、且つ、
フォトランプ１４の光照射回数が所定値以下の場合でなければ、照射命令を送出しないよ
うに構成すれば、これらの事態は回避される。従って、安全性が更に高まる。
【００５９】
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（光学式美容機器１の動作）
　図７及び図８のフローチャート等を参照して、光学式美容機器１の動作について説明す
る。
　まず、図７を参照して本体制御部７の制御手順について説明する。まず、装置本体４が
電源に接続され、メインボタン（図示省略）が押下されると、Ｓ７１に示すように、本体
制御部７は装置本体４の初期化を行う（Ｓ７１）。そして、本体制御部７は、Ｓ７２に進
み、ハンドピース２に搭載された安全制御部１５から許可信号が出力され（Ｓ７２：ＹＥ
Ｓ）、かつ、Ｓ７３において禁止信号が出力されていない場合に（Ｓ７３：ＮＯ）、Ｓ７
４に進み、光照射命令を光学式美容機器１の装置各部に送出する。これにより、光照射処
理が実行される。
【００６０】
　安全制御部１５から許可信号が出力されるのは、ハンドピース２が装置本体４に接続さ
れ、装置本体４から電源供給を受けて通電され、その初期化がなされることが前提であり
、この状態で図８に示す各条件を満たしてＳ８５に進んだ場合に限られる。満たした場合
には、本体制御部７は、Ｓ８５で安全制御部１５により出力される許可信号をＳ７２で受
信し、Ｓ７３で禁止信号を受信していないことを条件に、Ｓ７４で光照射処理を実行する
。一方、満たしていない場合には、本体制御部７は、Ｓ７２において許可信号を受信しな
いか、又は、Ｓ７３において禁止信号を受信するため、Ｓ７３の光照射処理を実行しない
。そのため、光照射はなされない。
【００６１】
　次に、図８を参照して安全制御部１５の制御手順について説明する。
　安全制御部１５は、まず、Ｓ８１ではランプ照射回数メモリ１５ａ及びフィルタＩＤメ
モリ１７ａを参照することにより、フォトランプの照射回数及びフィルター３の使用回数
がいずれも６万発以内か否かを判断する（Ｓ８１）。安全制御部１５は、いずれも６万発
以内と判断すると、Ｓ８２の処理へ進む（Ｓ８１：ＹＥＳ）。一方、安全制御部１５は、
いずれか一方でも６万発超（フィルター３が装着されていない場合にはフィルタＩＤメモ
リ１７ａの読み出しができないためこれも含まれる）と判断すると（Ｓ８１：ＮＯ）、禁
止信号を出力する（Ｓ８６）。そのため、本体制御部７は、光照射制御を実行しない（Ｓ
７３：ＹＥＳ→Ｓ７５）。
【００６２】
　フィルター３は、美容用途（脱毛・美顔その他の美容処理）に応じてその挿入片２４が
挿入溝２５に挿入され、係合凹部２４ａを係合凸部２５ａに係合（又は嵌合）させること
によりハンドピース２に装着される。装着状態が良ければ、ＲＦ波アンテナコイル１６か
ら送信されるＲＦ波は、ＩＣタグアンテナ１７ｂによって受信される。ＩＣタグ１７はＲ
Ｆ波をエネルギー源として作動するとともに、ＩＣタグアンテナ１７ｂはＲＦ反射波を返
し、ＲＦ反射波はＲＦ波アンテナコイル１６により受信される。Ｓ８２及び／又はＳ８３
の処理により、この装着状態が判断される。すなわち、ＲＦ波アンテナコイル１６とＩＣ
タグ１７との距離が５ｍｍ以内であり、且つ、Ｆ側素子１９とＨ側素子１８とが導通して
いれば装着状態が良好と判断される。
【００６３】
　安全制御部１５は、Ｓ８２に進むと、ＲＦ波アンテナコイル１６とＩＣタグ１７との間
が５ｍｍ以内か否かをＲＦ波アンテナコイル１６によるＲＦ反射波受信の有無によって認
識する（Ｓ８２）。安全制御部１５は、その認識結果がＲＦ反射波未受信である場合には
、ＲＦ波アンテナコイル１６とＩＣタグ１７との間隔が５ｍｍ超であると認識し（Ｓ８２
：ＮＯ）、禁止信号を本体制御部７に出力する（Ｓ８６）。そのため、本体制御部７は光
照射処理を実行しない（Ｓ７３：ＹＥＳ→Ｓ７５）。
　一方、安全制御部１５は、その認識結果がＲＦ波受信中である場合には、ＲＦ波アンテ
ナコイル１６とＩＣタグ１７との間隔が５ｍｍ以下であると認識し（Ｓ８２：ＹＥＳ）、
Ｓ８３の処理に進む。
【００６４】
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　安全制御部１５は、Ｓ８３に進むとＦ側素子１９とＨ側素子１８とが導通したか否かを
認識する（Ｓ８３）。ここで、導通といえるには、挿入溝２５に挿入片２４が挿入され係
合凸部２５ａが係合凹部２４ａに嵌合（又は係合）して、Ｆ側素子１９とＨ側素子１８と
が接触することが必要である。安全制御部１５は、その認識結果が非導通状態である場合
にはフィルター３の装着状態が不良であると認識し（Ｓ８３：ＮＯ）、禁止信号を本体制
御部７に出力する（Ｓ８６）。
　一方、安全制御部１５は、その認識結果が導通状態である場合にはフィルター３の装着
状態が良好であると認識し（Ｓ８３：ＹＥＳ）、Ｓ８４の処理に進む。
【００６５】
　安全制御部１５は、Ｓ８４に進むと照射ボタン２１が押下されているか否か、及び、明
度センサ２０が所定明度以下であるか否かを判断し（Ｓ８４）、その認識結果が照射ボタ
ン２１が押下されていない、又は、明度センサ２０が所定明度超である場合には（Ｓ８４
：ＮＯ）、禁止信号を本体制御部７に出力する（Ｓ８６）。
　一方、安全制御部１５は、照射ボタン２１が押下されるとともに、明度センサ２０の出
力が所定の明度以下であると判断すると（Ｓ８４：ＹＥＳ）、Ｓ８５に進み、許可信号を
本体制御部７に出力する。以降、安全制御部１５はＳ８１～Ｓ８６までの処理を繰返し実
行する。
【００６６】
　そして、本体制御部７は、許可信号を受信し（Ｓ７２：ＹＥＳ）、禁止信号を受信して
いない（Ｓ７３：ＮＯ）と判断すると、Ｓ７４において、光照射処理を実行する（Ｓ７４
）。光照射は単発又は複数発で実行させることができる。本体制御部７は、光照射を実行
するとランプ照射回数メモリ１５ａ及びフィルタＩＤメモリ１７ａを照射回数及び使用回
数だけインクリメントさせる処理を実行する。
【００６７】
　光照射作業中にフィルター３が外れたり（Ｓ８２：ＮＯ、又は、Ｓ８３：ＮＯ）、照射
ボタン２１や安全貫通孔２２を離すと（Ｓ８４：ＮＯ）、禁止信号が出力され（Ｓ８６）
、その結果、Ｓ７６に進み、禁止信号が出力され、これにより、光照射が禁止される（Ｓ
７５）。
　本体制御部７は、Ｓ７１～Ｓ７６を繰返し実行し、Ｓ７４に進んだときに光照射処理を
実行する。
【００６８】
　以上本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上述した実施の形態に限定され
るものではない。上記実施形態においては、安全制御部１５をハンドピース２に設けて、
（１）ＲＦ波アンテナコイル１６とＩＣタグ１７との間の距離、
（２）Ｆ側素子１９とＨ側素子１８との導通状態、
（３）照射ボタン２１の押下状態及び安全貫通孔２２の塞孔状態、
（４）ランプ照射回数メモリ１５ａから読み出された照射回数、フィルタＩＤメモリ１７
ａから読み出された使用回数、を判断又は認識するようにしたが、これらの全部又は一部
を本体制御部７に行わせるようにすることも本発明の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明に係る光学式美容機器及びそのハンドピースは、美容機器を用いた施術時の安全
性を高めることができるとともに、使用管理を実施できる点で産業上利用価値が極めて高
い。
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